
　泉区社会福祉協議会（区社協）は、地域の皆さまと共に考え、協力し合い、誰もが安心して暮
らせる「福祉のまちづくり」をすすめる活動をしています。皆さんの身近な地域での暮らしを
支えるお手伝いをしている社会福祉法人です。

社会福祉協議会とは…

みんなでつくろう！福祉の泉
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泉区ボランティアセンター
☎045-802-2150　●月～●土9：00～17：00

泉区内在住・在学の小学４年生～高校３年生を
対象に、「いずみボランティアスクール2022秋」
を開催します。保育園や高齢者施設、障がい者
地域作業所など、さまざまな場所での
プログラムからやってみたいものを
選び、施設へ行ってボランティア体
験を行います。体験期間は10月
～11月の土日です。詳しくは9
月上旬ごろから参加者募集
チラシを配布しますので、
お楽しみに！

申 込 み
問合せは

いずみボランティアスクール
2022秋を開催します！

新しいことに取り組んでみたい、これまで出会ったこ
とのない人と関わりたい、自分の経験や特技を誰か
のために活かしたい… ボランティアを始めるときの
思いはさまざまです。講座では「なにかやってみたい！
でもどうすればいいの？」という方に、ボランティア先
の紹介や活動するうえでのポイントをお伝えします。

時　間

会　場

参加費

９月17日㈯ ※９月以降も毎月開催します次回の日程

10時～11時30分

泉ふれあいホーム
（相鉄ライフいずみ中央M3階）
無料

申　込 お電話でお申し込み下さい

泉区ボランティア入門講座

区内の福祉活動団体が行う事業

に対し、活動のための費用を助

成しています（泉ふれあい助成

金・福祉の泉助成金）。赤い羽根共

同募金や善意銀行、福祉基金の

ほか、横浜市社会福祉協議会から

の補助金を原資としています。

地域の福祉保健関係団体・ボ
ランティア団体の交流・研修な
どの場としてご利用ください。
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泉区総合庁舎前バス停

泉区
総合庁舎

（いずみ中央相鉄ライフM3階）

泉区社会福祉協議会

アクセス

長後街道 戸塚→←長後

助成金事業の実施

区内の地域福祉活動を進める

１２の地区社会福祉協議会の支

援を行っています。

地区社協とは…地区連合町内会

のエリアごとに組織され、それぞ

れの地域の特性を生かしながら

活動を行っている任意団体です。

地区社協への支援

泉区福祉保健活動拠点
「泉ふれあいホーム」の運営

福祉施設や企業が車両送迎や

移動販売などの地域貢献を進め

る取り組みです。ロゴの入ったス

テッカーやジャンパー、車両への

掲示が目印です。

泉サポートプロジェクト

“ふだんのくらしのしあわせ”で

ある「ふ・く・し」を、より身近に感

じてもらえる

よう、ホーム

ページや広報

紙などを通じ

て、福祉に関

する情報を提

供しています。

福祉啓発の取組

泉区社会福祉協議会
ホームページはこちら

泉区社会福祉協議会では、こんなことをしています

「仕事を退職したので、以前から関心があるボ
ランティアをしてみたい。誰かのために何かで
きることはないか」
➡ギターの演奏という趣味を活かして、地域の
サロンで演奏を披露して
いただき、サロンの参加者
からとても喜ばれました。

　ボランティア活動の
コーディネートや講座の
開催などを通して、地域での活
動を応援しています。

ボランティアの支援

「こども食堂にお米を寄付したい」
➡地域で活動するこども食堂に希望を伺い、必
要な量をお渡ししました。

　地域の皆さまからの寄付金や物品をお預か
り、区内の施設・ボランティア団体等に配分し
て、それぞれの活
動に役立てていま
す。寄付金品は泉
ふれあい助成金や
福祉の泉助成金等
に活用されます。

移動情報センター（障がい児者の移動
に関する相談窓口）

「高齢者のくらしについて理解を深める授業に
ついて一緒に考えてほしい」（小学校から）
➡高齢者疑似体験や認知症についての学習を
実施しました。
　授業に参加した児童からは
「困っている人がいたらやさ
しく声をかけようと思った」
「階段の上り下りや重い荷物
も持っている人がいたら
すすんでお手伝いをしたい」
といった声が聞かれました。

　学校の授業や福祉体験事業を通して、福祉につ
いて知り、考える機会をつくっていきます。

福祉教育の推進

「障がいのある子どもが通所する際に付き添っ
てもらえる仕組みがあるか相談したい」
➡ガイドヘルパーやガイドボランティアなど
について情報提供し、ご本人や家族の意向に沿
いながらガイドボランティアが付き添って通
所できるようになりました。

　障がいのある人の移動手段に関する相談調
整やボランティアの人
材発掘・育成を行ってい
ます。

寄付に関する相談の受付

「外出が難しくなり金融機関に行けなくなった」
「お金を計画的に使うことがむずかしい」
➡契約に基づき、お預かりした通帳からあんし
んセンターの職員が定期的に必要な生活費をお
渡しし、お金の使い方などの相談も出来るよう
になりました。

　高齢者や障がい者の財産や
権利を守り、安心して日常生
活が送れるよう、契約に基づ
き金銭管理や財産預かりの
サービスを提供しています。

あんしんセンター（権利擁護事業）

「ケガをして休職したため収入が減少した」
「進学するのに学費が足りない」
➡生活上の経済的な困りごとに対し総合的な相
談をお受けしています。学校に入学・就学するた
めの費用やエア
コン取付のため
の必要経費など
あらゆる相談に
対して、関係機関
と連携をしなが
ら世帯の自立を
支援しています。

生活福祉資金


